
問
に
答
ふ

意注

水
彩
畫

に
關
係
あ
る
も
の
に
限
る
◎
印
は
答
。

一
般

に
對
し
利
益
な
き
も
の
は
載
せ
ず

■
見
取
枠
を
立

つ
る
に
は
如
何
に
せ
ば

一
番
便
利

な
る
か
、
且
つ
眼
と
の
距
離
は
幾
何
位
が
適
度
か

(
山
梨
灯
煙
)◎
正
し
く
手
に
持

つ
が
便
利
で
眼
と

の
距
離
は
其
枠
の
大
き
さ
に
よ
つ
て

一
樣
な
ら
ず

普
通
二
寸
に
三
寸
位
ひ
の
枠
(
内
部
)な
れ
ば
眼
よ

り

一
尺
程
離
せ
ば
視
角
を
出
る
事
な
か
ら
ん
■
1

硬
き
繪
又
は
軟
き
繪
と
は
如
何
な
る
繪
を
意
味
す

る
や
2
色
彩
の
不
調
和
な
る
繪

と
は
如
何
な
る
者

な
り
や
3
外
國
に
て
發
行
せ
る
美
術
雜
誌
の
定
價

及
發
行
所
を
問
ふ
4

ロ
ー
ヤ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
の
畫

集
は
定
價
何
程
也
や
(
京
都
霞
峯
生
)◎
1
硬
き
繪

と
は
前
號
に
答

へ
し
通
り
軟
き
繪

と
は
其
反
對
何

れ
も
其
極
端
に
走
る
は
よ
か
ら
ず
2
見
て
甚

し
く

眼
を
刺
激
す
る
者
或
は
華
美
な
色

や
沈
ん
だ
色

の

配
置
よ
ろ
し
き
を
得
ぬ
も
の
要
す

る
に
不
自
然
な

る
も
の
を
指
す
3
T
h
e
　A
r
t
　
I
n
t
e
r
c
h
a
n
g
e
　
3
5

O

N
e
w
　
Y
o
r
k

.

L
'
A
r
t
　
P
r
a
t
i
q
u
e
　
F
c
　
1
.
2
5
　
M
u
n
i

c
h
.
T
h
e
　

S
t
u
d
i
o
　

I
s
　
L
o
n
d
o
n
.
L
'
A
r
t
　

D
e
c
o
r
a
t
i
f

P
a
r
i
s
　
G
a
z
e
t
t
e
　
d
e
s
　

B
e
a
r
z
-A
r
t
s
.
T
h
e
　
M
a
g
a
z
i

n
e
　

o
f
　
A
r
t
3
5
c
　

L
o
n
do
n
,N
e
w
　
Y
o
r
k
.
D
i
e
　
K
u
n

s
t
　
F
u
r
　
A
p
p
e
　
3
m
c
o
p
t
g
　
m
u
n
e
c
h
e
n
　

B
r
u
s
h

a
n
d
　

P
e
n
c
l
e
　
2
5
c
　

C
h
i
c
a
g
o
,
T
h
e
　
A
r
t
i
s
t
　
L
o
n
d

on
.
　
T
h
e
　
B
r
o
c
h
u
r
e
　
B
o
s
t
o
n
.
R
e
v
u
e
　
I
l
l
u
s
t
r
e
e

P
a
r
i
s
　

4
定
價

一
シ
ク
リ

ン
グ
丸
善

に
て
多
分
六

十
五
錢
尤
も
大
形

の
上
製
は
四
五
圓
と
思
ひ
ま
す

詳
し
く
は
丸
善

に
問
合
さ
れ
た
し
■
水
彩
畫
着
色

の
際
繪

の
具
を
混
合
す
る
に

一
色
毎
に
筆
を
洗

ふ

べ
き
に
や
(
K
H
生
)◎
明
る
き
色
よ
り
暗
き
色
に

及
ぼ
す
際

に
は

一
々
筆
を
洗
は
ぬ
も
よ
き
場
合
あ

れ
ど
繪
具
の
清
潔
を
望
む
な
ら
洗

ふ
方
よ
か
ら
ん

■
圖
案
畫

に
金
色
銀
色
を
用
ひ
度
候
が
金
泥
銀
泥

と
は
如
何
な
る
も
の
に
や
直
ち
に
用
ひ
得
べ
き

や

(
S.
H
)◎
普
通
彩
料
舖
に
あ
る
棒
状
若
く
は
泥
状

の
品
は
其
質

よ
き
も
の
稀
な
り
、
金
銀
粉
を
求
め

て
板

ニ
カ
ワ
に
て
融
か
し
用

ふ
る
を
よ
し
と
す
■

美
術
新
書
、
洋
畫

手
引
草
、
油
繪

山
水
訣
、
繪

事

三
要
、
畫

法
自
在
、
水
繪
具
誌
等
の
發
行
所
定
價

郵
税
等
を
知
り
た
し
(高
知
森
本
)◎
美
術
新
書
、

油
繪

山
水
訣
、
繪
事
三
要
等
何
れ
も
絶
版
、
洋
畫

手
引
草
は
本
郷
湯
島
切
通
坂
町
畫
報
杜
發

行
送
料

共
七
十

四
錢
、
畫
法
自
在
日
本
橋
博
文
館
送
料
共

二
十
六
錢
、
水
繪
具
誌
神
田
表
神
保
町
文
房
堂
送

料
共
二
十

二
錢寫

生
會

●
北
總
パ
レ
ツ
ト
倶
樂
部
○
會
場
下
總
成
田
橋
爪

宅
○
明
治
三
十
七
年
四
月
創
立
○
會
員
三
十
八
名

○
會
費
十
錢
宛
○
部
長
成
田
中
學
校
圖
畫
科
教
師

關
欽
哉
先
生
○
委
員
川
島
芳
雄
藤
崎
源

一
郎
橋
爪

石
民
○
毎
月

一
回
小
會
年
四
回
大
會
○
大
會
は
中

學
校
内
に
開
き
廣
く
縱
覽
せ
し
む

(
以
上
波
志
津

女
氏
所
報
)

●
ス
ミ
レ
會
○
所
在
大
阪
西
堀
江
○
會
長
乙
部
孝

○
會
員
十
餘

名
○
毎
月
第

一
、
第

二
日
曜
日
寫

生

會
○
第
四
日
曜
日
展
覽

會
開
催
○
畫
集
か
る
か
や

を
發
行
す
(
以
上
乙
部
孝
氏
所
報
)

評

◎
寫

眞
例
題
集
　
　
　
第

二
十

一
卷
第
二
十
二
卷

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
　
桑
田
商
會
發

行

　
　
　
疊

紙
入
十
枚

一
組
金
三
十
錢

二
十

一
卷
に
て
は
殘

照
投
網
、
朝
の
水
汲
、遊
鳥
、

家
庭
勤
學
、
二
十
二
卷
に
て
は
春
靄

、
朝
の
河
等

面
自
し
、
殊
に
春
靄

は
雅
邦
氏
の
山
水
畫

を
見
る

如
く
。
位
置
と
い
ひ
調
子
と
い
ひ
申
分
な
き
出
來

な

る
べ
し
。

◎
家
庭
女
學
講
義
　
　
第

一
號

　
　
　
　
　
　
　
　
麹
町
三
番
町
　
家
庭
女
學
會

主
嬬
の
修
養
を
目
的
と
し
て
發
行
せ
ら
れ
し
も
の

體
裁
甚
だ
質
素
な

れ
ど
内
容
極
め
て
豐
富
に
。
何

れ
も
實
用
を
主
と
し
た
る
記
事
に
て
滿
た
さ
れ
た

れ
ば
此
講
義
録

が

一
般
の
家
庭
に
向
つ
て
多
大
の

利
益
を
與
ふ
る
事
疑
な
か
る
べ
し
。

□
樋
口
絹
子
氏

へ
御
作
技
巧
は
見

る
べ
き
も
の
あ

れ
ど
杉

二
本
枯
木

二
本
家

二
つ
茅
塚
二
つ
是
で
は

半
分
に
切
つ
て
二
枚
に
し
た
方
が
よ
く
繪

と
し
て

重
複
の
嫌
有
之
候

□
乙
部
孝
氏

へ
前
景
樹
木
の
色
面
白
け
れ
ど
中
景

少
し
く
強
さ
に
過
ぎ
ず

や


